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25 （月）

バリウム(造影剤)を飲み、胃のレントゲン撮影を行
い、胃に異常がないかを調べます。
※胃カメラ検診(個別検診)と、併用受診はできませ
ん。

6 27 （金）

7 （火）
胃がん検診
（ﾚﾝﾄｹﾞﾝ）

6 26 （木）

10 6 （月）
10

*生活保護世帯・町民税非課税世帯・70歳以上の方の検(健)診料金は無料です(生活保護世帯・町民税非課税世帯の方
は、税情報の確認が必要です。詳細は、お申込み日の約2週間前までにご案内します)。

令和7年度　　検(健)診日程表

令和8年 1 25 （日）
2

集団(バス)検診：保健福祉センターにて実施　　　　 ■対象年齢：令和8年4月1日時点

検(健)診名 実施日 対象年齢 料金 内容

15 （日）

骨粗鬆症検診 800円 かかとの骨に超音波を当て、骨密度を測定します。
8

40歳以上

1,600円

15 （日） 喀痰検査
600円

痰に含まれる成分や異常を調べます。一日の喫煙本
数×喫煙年数が600以上の方が対象です。

大腸がん検診
胃がん検診

乳がん・子宮頸がん検診
実施日に実施します。

600円
自分で採便容器に、２日分の便をとり提出します。
便に血液が混ざっていないか調べます。

胸部検診・
結核健診

8 26 （火） レントゲン
500円

胸部のレントゲン撮影により、肺に異常がないか調
べます。65歳以上無料です(結核健診を兼ねています)。令和8年 1 25 （日）

2

（金）

血液検査により、血液中のPSA値(前立腺特異抗原)
を調べます。

8 26 （火）

令和8年 ２ 15 （日）

前立腺がん検診
8 25 （月）

40歳以上
男性 800円

子宮頸がん検診

9 24 （水）

20歳以上
女性 1,500円

超音波検査(エコー検査)を行います。
6 24 （火）
7 15 （火） 40歳以上

女性
1,600円

マンモグラフィを行います(個別検診と併用受診はで
きません)。

乳がん検診

6 19 （木） 30～39歳
女性 1,500円

8 8

細いブラシで子宮頸部や頸管をこすり、細胞を採取
します。問診・内診・細胞診により、子宮頸部に異
常がないか調べます(個別検診と併用受診はできませ
ん)。

11 13 （木）
令和8年 1 25 （日）

2 15 （日）

検尿、身体測定、腹囲測定、眼底検査、血圧測定、
血液検査、心電図、診察を行います。

令和8年 1 25 （日）
2 15 （日）

成人健康診査
6 26 （木）

20～39歳 2,600円

胃カメラで、異常がないか調べます。
※5月下旬頃に、受診券を送付します。
※集団(バス)検診と併用受診はできません。

乳がん検診
（マンモグラフィ）

41～59歳で令和
８年４月１日時点
で奇数年齢の方
対象年齢は、別紙にて
ご確認ください。

2,800円
集団検診と同じ、マンモグラフィです。
※5月下旬頃に、受診券・記録票を送付します。
※集団(バス)検診と併用受診はできません。

個別検診：指定医療機関にて実施　　　　　　　　　　　■対象年齢：令和8年4月1日時点

検診名 実施期間 対象年齢 料金 内容

子宮頸がん検診

　　　～　　

20歳以上の女性 2,100円

胃がん検診
（胃カメラ）

51歳以上で令和
８年４月１日時点
で奇数年齢の方
対象年齢は、別紙にて
ご確認ください。

4,800円

*子宮頸がん検診は、令和５年度または６年度に子宮頸がん検診とHPV併用検査を受け、どちらの結果も陰性であった
方は、子宮頸がん検診の集団検診及び個別検診のいずれも、２年間申込めません。また、令和７年度、併用検診を受診
され、結果に異常がなかった方は、令和１０年度から子宮頸がん検診をお申込みいただけます。

6月1日（日）

集団検診と同じ、内診・細胞診です。
※5月下旬頃に、受診券・記録票を送付します。
※集団(バス)検診と併用受診はできません。
※子宮頸がん検診(個別検診)を申込まれる方で、令和
７年度のHPV検査の対象年齢の方には自動的にHPV
検査が含まれた受診券をお送りします。ご希望され
ない場合は、受診時に医療機関でお申し出くださ
い。

令和8年
2月28日（土）

子宮頸がん
（HPV検査）

(各指定医療機関の診察日)
32～65歳で３歳
きざみ(令和８年
４月１日時点の年
齢)の方

対象年齢は、別紙にて
ご確認ください。

2,500円

細胞診で採取した細胞が、子宮頸部がんの原因とな
るHPVに感染していないかを調べます。子宮頸がん
検診と同時に、１回の採取で検査が可能です。細胞
診検査とHPV検査を両方行うことで、異常発見率
は、ほぼ100％まで上昇します。


